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じゃじゃしてく！

学芸員のカトウさん（39 歳）

←ポーズがプロっぽい。

遠くに岩手山、眼下に雫
しずくいし

石川。

盛岡駅構内を
探索。トイレ
まで銀河鉄
道っぽくなっ
てるとは。

↑雨＆さっそく寝坊……。
アエラも「林檎」です。
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撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
ち
ゃ
ん
と
ベ

ン
チ
が
。
親
切
な
街
だ
な
ー
。

　

予
定
し
て
い
た
企
画
が
ボ
ツ
り
、
新

し
い
企
画
を
考
え
て
い
た
ヘ
ン
シ
ュ
ウ

チ
ョ
ウ
が
、深
夜
に
ふ
と
思
い
立
っ
た
。

「
松
本
竣
介
に
会
い
に
い
こ
う
」

　
　
　

＊
＊
＊
＊

　

六
月
某
日
、
渋
谷
の
カ
フ
ェ
。
ヘ
ン

シ
ュ
ウ
チ
ョ
ウ
か
ら
、
突
然
一
冊
の
本

を
手
渡
さ
れ
た
。

「
岩
手
の
県
立
美
術
館
に
彼
の
絵
が
あ

る
か
ら
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
絵
を
観

て
き
て
よ
。四
ペ
ー
ジ
で
体
裁
自
由
ね
」

　

こ
う
し
て
『
青
い
絵
具
の
匂
い　

松

本
竣
介
と
私
』
と
ワ
タ
シ
、
の
旅
が
は

じ
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　

＊
＊
＊
＊

　

取
材
当
日
、
朝
七
時
五
十
分
。
東
北

新
幹
線
「
は
や
て
」
五
号
に
乗
り
込
ん

だ
。車
中
で
例
の
本
を
読
み
は
じ
め
る
。

途
中
、
椎
名
林
檎
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

つ
ま
み
読
み
し
、
Ｚ
Ｚ
Ｚ
…
…
。

　

十
時
四
十
分
。
盛
岡
駅
に
到
着
。
何

せ
盛
岡
は
初
め
て
で
、
下
調
べ
を
す
る

ヨ
ユ
ウ
も
な
く
て
、
完
全
に
丸
腰
。
と

り
あ
え
ず
駅
構
内
を
散
策
。
い
わ
て
銀

河
鉄
道
と
は
、
さ
す
が
宮
沢
賢
治
の
街

だ
。
駅
の
ト
イ
レ
も
銀
河
仕
様
？　
　

　

十
一
時
三
十
分
。
駅
前
の
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｊ
ａ
Ｊ
ａ
」
で
、
少
し
早
い
ラ
ン
チ
。

盛
岡
三
大
麺
の
一
つ
、「
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」

を
食
す
。

　

正
午
。
お
腹
が
満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
、
い
ざ
岩
手
県
立
美
術
館
へ
。
タ
ク

シ
ー
の
中
で
「
東
京
か
ら
、
松
本
竣
介

の
絵
を
観
に
き
ま
し
た
」
と
話
す
も
、

運
転
手
さ
ん
は
ハ
テ
ナ
顔
。「
絵
は
分

か
ら
ん
け
ど
、
今
日
の
岩
手
山
は
綺
麗

だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
あ
り
が
と

う
、こ
の
道
三
〇
年
の
フ
ル
タ
チ
さ
ん
。

　

十
三
時
、
松
本
竣
介
の
展
示
室
へ
。

本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、「
青
い
絵
」
ば

か
り
な
の
か
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
赤

や
茶
色
や
い
ろ
ん
な
色
の
絵
が
あ
っ

た
。
学
芸
員
の
カ
ト
ウ
さ
ん
は
、「
竣

介
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
、
あ
ら

ゆ
る
画
法
を
試
し
て
い
た
よ
う
で
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
。
竣
介
の
絵
を
観

る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
う
ん
、

好
き
か
も
。

　

十
四
時
三
十
分
。
カ
ト
ウ
さ
ん
に
お

礼
を
言
っ
て
外
に
出
る
と
、
庭
清
掃
の

お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
に
話
し
か

け
ら
れ
た
。

「
岩
手
山
の
温
泉
に
寄
っ
た
ら
え
え
よ
。

あ
そ
こ
は
疲
れ
と
れ
る
よ
。
で
も
日
帰

り
だ
っ
た
ら
、
最
終
に
間
に
合
わ
※

＃
￡
？
＄
％
￥
☆
＆
！
！
」

　

本
気
方
言
が
飛
び
交
い
、
最
後
の
方

は
あ
ん
ま
り
聞
き
取
れ
な
い
。

　

十
五
時
三
十
分
。
循
環
バ
ス
「
で
ん

で
ん
む
し
」
に
乗
っ
て
、
市
内
観
光
。

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
宮
沢
賢
治
ゆ

か
り
の
商
店
街
、
い
ー
は
と
ー
ぶ
ア
べ

この本を編集長から渡された
のがはじまりでした……。→

45 44

ベテランド
ライバー
のフルタチ
さん　　→

←ロシア展やってた。

↑左から、ススムさん、
テルコさん、ヒサコさん、
マサクニさん

奥には竣介の友人・舟越
保武の作品が展示してあ
る。↓

編集長企画

思 い つ い た が 吉 日
第 1回　「ちょっと盛岡に行って松本竣介を見てきてくれる？」


